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の
今
年
度
本
予
算
が
決
定
次
第
 

、
こ
れ
も
具
体
化
さ
れ
る
見
込

み
な
の
で
、
市
で
も
本
格
的
に

住
宅
難
解
消
へ
乗
出
す
こ
と
に

な
つ
た
。
 

当療完〇直 
地を成万営五 員巨 
方開、円飯所 
は始五ノへ詰川 言吾 
比し月四診原 
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にで診で七険 

市
社
会
福
社
E
胃
全
で
は
、
 

（蕪
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甑
員
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（
消
防本
部
長
）
 

』
ま
』
市
長

ー

消

防

長
ー
副
長
ー
署
長
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‘
、
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（司
 
令
 
長
）
司
令
 
司
 

令
 

団消
長防 
~団
副本
団部
長 

構
 

機
 

防
 

消
 

市
 

原
 

所
 

五
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付 
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団団団団団団団 

利こ管、日か
用と内保付つ今
さにの健でたま
れな保婦、、で
度つ健と小松保
いた衛し野島健 
。の生てシ支婦
で指発サ所が
遠導令子へ駐
慮にささ五在
な当れん月し
くる、がーな 

長 長 

関
 

関
 

関 長長長長長長是関 関 

蔀蔀蔀嘉蔀蔀蔀 
長長長長長長長長 長 

岩
木

川
原
 

耕

作

者
 
へ
 

設れい作てりはい
課ばをす居其昭る現
まな県るりの和、在
でら知人ま后ニ岩、 
おな事はすは十木皆
幽い宛河か無四川さ
下かに川ら届年原ん
さら申敷今使でのが
い市請地后用切占耕 
。役し占継とれ用作
所な用続なて期し
建け願耕つ居問て 

報
 

度
 

市
 

原
 

所
 

五
 

五所川原市役所職員訓 

市
耽

会
福
祉
協
議
会

へ
 

下
山
稽
四
郎
氏
三
十
万
回
 

三
百
万
円
の
基
金
を
造
成
し
、
 

こ
れ
に
依
つ
て
社
会
福
祉
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

一
般

に
協
力
を
要
望
し
て
居
つ
た
と

こ
ろ
、
 五
所
川
原
市
本
町
、
 五

所
川
原
映
画
劇
場
社
長
、
下
山

稲
四
郎
氏
は
こ
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
 こ
の
程
金
三
十
万
円
を
寄

附
さ
れ
た
。
 

下
山
稲
四
郎
氏
は
、
本
市
で
 

‘
事
業
開
始
以
来
十
ケ
年
で
箕
の

間
市
民
各
位
の
協
力
に
依
つ
て
 

西
北
の
中
心
都
市
と
し
て
、
 
戸
建
三
棟
一
八
戸
を
建
設
す
る

日
増
発
展
途
上
に
あ
る
当
市
に
 
こ
と
に
な
つ
た
。
 

於
て
最
も
強
く
要
請
さ
れ
て
い
 

こ
の
総
予
算
は
約
七
五
六
万

る
の
に
住
宅
問
題
が
あ
る
。
 

円
で
あ
る
が
、
内
五
割
は
公
営

市
の
中
心
地
、
旧
五
所
川
原
 
住
宅
法
に
依
つ
て
国
庫
か
ら
補

町
は
過
去
二
回
に
亘
る
大
火
の
 
助
が
あ
り
、
 残
り
は
起
債
其
他

た
め
極
度
に
住
宅
が
不
足
し
、
 
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ

こ
れ
に
加
う
る
に
終
戦
後
商
業
 
は
家
賃
で
償
還
出
来
る
見
込
み

地
と
し
て
急
速
な
発
展
を
つ
げ
 
な
の
で
実
質
的
に
は
市
民
に
負
 

、
更
に
昨
年
十
月
市
制
施
行
に
 
担
を
か
け
ず
に
建
設
出
来
る
こ

依
つ
て
こ
の
住
宅
難
に
益
々
拍
 
と
に
な
る
。
 

車
を
か
け
つ
、
あ
る
現
状
で
あ
 

尚
、
こ
の
他
一
〇
O
戸
の
建

る
。
 

設
申
請
を
し
て
居
る
の
で
政
府
 

・
 

一
方
こ
れ
が
対
策
と
し
て
、
 

現
在
の
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
公
営

住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
の
み

で
と
う
て
い
こ
の
住
宅
難
を
解

消
す
る
こ
と
が
出
来
得
な
い
実

情
に
あ
る
の
で
、
市
で
は
こ
れ

が
対
策
に
頭
を
悩
ま
し
て
居
つ

た
処
、
過
日
、
外
崎
市
長
が
上

京
の
際
厚
生
省
と
打
合
せ
の
結

果
、
政
府
の
六
月
分
暫
定
予
算

の
内
か
ら
、
今
年
度
分
と
し
て
 

、
プ

ロ
ツ
ク
耐
火
建
築
一
棟
六
 

市
長
の
構
想
賓
を
結

ぶ
 

全
図
新
市

都
市

計
画

の
 

モ
デ
ル

ケ
ー

ス
と
な

る
 

外
崎
市
長
就
任
早

A
の
昨
年

十
一
一月
、
当
市
百
年
の
大
計
と

も
称
す
べ
き
、
大
五
所
川
原
市

建
設
の
構
想
を
練
り
、
こ
れ
が

計
画
に
つ
い
て
建
設
省
か
ら
技

官
五
名
を
招
携
し
実
地
調
査
を

行
な
い
其
の
調
査
に
も
と
づ
い

て
中
央
に
於
て
研
究
中
の
処
こ

の
外
崎
市
長
の
計
画
が
見
事
実

を
結
び
今
度
全
国
都
市
計
画
協

議
会
か
ら
、
全
国
ニ
百
数
十
ケ

所
の
新
市
の
都
市
計
画
の
モ
デ

ル
ケ

ー
ス
と
し
て
当
市
が
決
定
 

簡
易
保

検
の
積
立
金
 

市

建
設

に
大

き

な
役

割
 

自
立
経
済
促
進
と
国
民
生
活
 
り
で
あ
る
が
、
当
市
で
も
、
小

安
定
を
月
的
と
す
る
簡
易
線
検
 
中
学
校
の
増
改
築
、
公
営
住
宅

の
増
募
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
 
建
設
、
道
路
改
修
、
橋
梁
架
替

於
て
も
活
酸
な
運
動
を
展
開
し
、

上
水
遺
等
約
一
千
五
百
七
十

て
い
る
が
、
五
所
川
原
郵
便
局
 
万
円
の
融
資
を
受
け
諸
建
設
に

で
も
こ
れ
に
大
い
に
力
を
入
れ
 
あ
た
つ
て
い
る
。
 

仙
台
郵
政
局
管
内
（
東北
六
県
）
 
こ
の
融
資
の
利
息
が
日
歩

一

で
三
ケ
年
連
続
優
勝
し
前
后
を
 
銭
八
厘
の
低
利
で
あ
る
が
、
こ

通
じ
六
回
に
亘
つ
て
表
彰
さ
れ
 
れ
を
市
中
金
融
機
関
か
ら
融
資

る
な
ど
県
下
は
勿
論
全
国
的
に
 
す
る
と
日
歩
三
銭
五
厘
で
あ
る

も
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
て
い
る
 
か
ら
こ
の
利
息
の
差
額
は

ー
ケ

こ
の
簡
易
保
険
の
積
立
金
が
 
年
約
九
十
八
万
五
千
円
と
な
り

地
方
公
共
団
体
に
低
利
で
融
資
 
そ
れ
だ
け
市
民
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
通
 
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

こ
れ
も
五
所
川
原
郵
便
局
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
市
民
が
簡
易

保
険
を
良
く
理
解
し
加
入
し
て

く
れ
た
賜
も
の
で
、
今
后
と
も

大
い
に
協
力
し
市
建
設
に
は
低

利
な
簡
保
資
金
の
融
資
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
望

ん
で
や
ま
な
い
 

五
所

川
原
小
唄
 

藤
田

桂
三

作
詞

上
原
げ

ん

と
作
曲
 

、
濃
線
議
既
紡

Wロ
ー
パー

 

難
雑

の
夢
し船
め
勲
噴

歎
熟

町
」穀
鷲
ら
花
が
咲く
 

」
、
あ
の
村
こ
の
道
 
あ
ら
た
な
町
よ
 

あ
な
た
 
私
と
 
縁
結
び
 

み
の
り
稔
つ
て
 
寄
せ
来
る
波
に
 

こ
の
娘
ま
ご
こ
ろ
 
見
せ
た
が
る
 

お
、
 
若
い
ご
し
よ
が
わ
ら
 

岩
木
岸
辺
に
 
花
が
咲
く
 
花
が
咲
く
 

た
そ
が
れ
あ
の
星
 
ネ
オ
ン
の
灯
り
 

そ

y
ろ
歩
き
＆
〕
 駅
通
り
 

夢
も
あ
の
日
の
 
ア
メ
り
カ
跡
に
 

し
の
ぶ
面
影
 
月
の
彩
 

お
・
 
若
い
ご
し
よ
が
わ
ら
 

昔
な
つ
か
し
 
夢
が
呼
ぶ
 
夢
が
呼
ぷ
 

明
け
ゆ
く
大
通
り
 
流
れ
る
歌
に
 

朝
を
明
る
く
 
パ
ス
が
行
く
 

今
年
 
豊
年
祭
り
の
太
鼓
 

今
日
も
日
和
が
 
人
を
呼
ぶ
 

お
・
 
若
い
ど
し
よ
が
わ
ら
 

こ
こ
ろ
朗
ら
に
 
展
け
ゆ
く
 
展
け
ゆ
く
 

五
所
川
原
行
進
曲
 

、
 

嬢
短

扉
姻

〈
 

朝
は
微
笑
む
 
岩
木
の
山
よ
 

匂
う
曙
 
新
星
の
 

希
望
輝
く
ご
し
よ
が
わ
ら
 

き
ら
め
く
星
 

あ
、
津
軽
の
北
斗
星
 

み
よ
青
空
高
く
 

若
い
我
等
の
友
が
呼
ぶ
 

」
、
こ
こ
は
殻
倉
み
ど
り
の
沃
野
 

ひ
ら
く
ち
か
ら
も
退
ま
し
く
 

我
等
の
郷
土
ご
し
よ
が
わ
ら
 

き
ら
め
く
星
 

あ
、
津
軽
の
北
斗
星
 

み
よ
青
空
高
く
 

結
ぶ
我
等
の
友
が
呼
ぷ
 

北
の
文
化
は
我
等
が
使
命
 

若
い
あ
し
た
の
喜
び
に
 

進
む
明
る
い
ご
し
よ
が
わ
ら
 

き
ら
め
く
星
 

あ
・
津
軽
の
北
斗
星
 

み
よ
青
空
高
く
 

ひ
ら
く
我
等
の
友
が
呼
ぶ
 

よ
ぷ
よ
日
が
よ
ぷ
招
く
よ
人
を
 

細
禁
戦
舞
に
携
ら
 

き
ら
め
く
星
 

あ
、
津
軽
の
北
斗
星
 

み
よ
青
空
高
く
 

集
う
我
等
の
友
が
呼
ぷ
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市
の
住
宅
難
解
消
へ
 

耐
火
建

築
三
棟
 
八

戸
建

設
 

通 よ来ろ所め 

繋夢響鱒議i 
員婦婦師あ診んがれがれ

る療であ、住な 

嘉嘉 離請鷺 
職。で五らた
員 関十大た
は 係人いめ
左 者のえ、 
の も外よ全 

市の人口動態 

(4月末日現在） 
（住民登録＝ョル） 
人口38.337 世帯6.587 
出生 101 転ス 132 
死亡 27 転出 126 

さ
れ
来
る
一一十
三
日
か
ら
東
京

で
開
催
さ
れ
る
全
国
市
長
会
議

に
上
程
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た

こ
れ
が
た
め
去
る
九
日
都
市

計
画
の
権
威
者
、
早
大
、
日
大

講
師
秀
嶋
乾
先
生
が
現
地
再
調

査
の
た
め
来
五
し
二
日
間
に
一
．
 

つ
て
市
内
を
実
地
調
査
、
十
日

午
后
一
一時
半
か
ら
市
公
民
舘
に

於
て
「
当
市
の
都
市
計
画
に
つ

い
て
」
と
題
し
」
時
間
余
に
亘

り
講
演
し
七
百
名
の
聴
集
に
多

大
な
感
銘
を
与
え
た
。
 

いで様 を后め1こで来、 
に基に市致もこな社た今
張金力福し出のり会の日
切造強祉ま来挙今事での
つ成い協す得に回業、地
ての協議Lーる出微にそ位
い辛力会と限た意貢のを
る先者で語りもを献報築 
。よをはつのの表す恩く
し得、て御でするの事
とたこい協っるこ意が
大ののるカ今たと味出 

間改費議市よ ーー 
で正用案離り来 「口
あの弁は会左る ョ魚
る件償五が記六 百電応 
。其に所招案月 A、 
他関川集件十 子又
です原さ附七‘マ
会る市れ議日 ニ＝:; 
期条報るの午 Wり
は例酬 oた前 z、 
＝一及 め九 ユ又
日部び 本時 

一
、
公

僕
た

る
を

忘

れ
ぬ
こ

と
 

一
 
新
器
歌
錆
特
譲
議

ょ
うに
 

一
 
一
、
互
に

助
け

合
い

練

磨
し

合
う

こ
と
 

一
 
鮎
蛎
稀

馳
覇
総

ぎ
 

一
 
一
、
品
位
を

失
な
わ
ぬ

こ
と
 

一
 
纏
編
難
恐
駕
競

r
 

一
一癌

離
軸
麟
い
麓
に
 

一
 
つ
な

が
つ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

一
、
健

康
に
留

意
す

る
こ
と
 

自
分
が
た
お
れ
た
ら
市
行
政
に
 

支
障
を
き
た
す
と
い
う
こ
と
を
知
つ
て
 

す熱をれ額のに算に備支道一 
る意進をを工至の陳方置巾県五 才；R 
こをめ条負事ら関借にがが逮所 芸子
と了た件担費な係しつ多非一川 A一 J」it 
に承結にす子いでていい常の原 乙“1ィ
なし果強るOの未来てのに両市 円ニ“‘」 

2え』カミ早で奮駕】で琴製想中の 

松’鷲難篇鑓諜騒爵 狙
島謡縦響畿に鰭碓全齢 

/u 二Iご なし果強る0の未来てのに両市 円ニ“‘」 
l木ニ×， つ今、力こ0でだた、で狭側柏 中の 

讐哲讐灘議繊墨唇 
婦へ 戦護襲鷲貧難露儒道 

, 



で
あ
る
か
を
如
実
に
物
語
つ
て

い
る
。
 

尚
、
入
居
者
に
つ
い
て
は
近
日

中
に
畳
衡
委
員
会
を
開
い
て
決

定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 

活
用
さ
れ

て
 

い
る
耕
転
機
 

て
居
り
都
合
の
悪
い
人
は
耕
転

賃
金
の
支
払
え
を
秋
ま
で
待
つ

て
も
ら
つ
て
居
る
処
も
相
当
に

あ
る
実
情
で
其
他
配
布
さ
れ
た

豚
の
仔
も
今
で
は
大
変
大
き
く

な
り
秋
に
は
一
万
円
以
上
に
売

る
事
が
出
来
る
と
喜
ば
れ
て
い

る
。
 

こ
の
よ
う
な
事
は
あ
く
ま
で

も
慈
善
行
為
と
は
区
別
し
て
社

会
の
多
数
の
人
A
の
た
め
に
義
 

一
市
の
観
光
地

一
 

近
く
観
光
協
会
結
成
 

最
近
旧
長
橋
村
『
神
山
温
泉

地

一
帯
』
が
五
所
川
原
市
の
観

光
地
と
し
て
大
き
く
ク

ロ
1
ズ

ア
ツ
プ
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
 

全
地
は
、
市
内
か
ら
五
粁
、
ゆ

る
や
か
な
丘
陸
地
帯
で
冷
泉
 

「
神
山
温
泉
」
を
中
心
に
、
長

橋
溜
池
、
中
山
権
現
、
闇
霞
神

社
、
嘉

田
神
社
を

一
連
と
し
 

、
十
和
田
神
社
ょ
り
の
遠
望
は

津
軽
平
野
を

一
望
に
見
渡
す
絶

景
で
、
小
、
中
学
生
の
遠
足
等

は
勿
論
、
温
泉
を
利
用
し
て
の

一
日
の
行
楽
に
は
絶
好
の
場
所

で
、
近
く
地
元
長
橋
で
は
観
光

協
会
を
結
成
し
本
格
的
な
宣
伝

に
乗
出
す
こ
と
に
な
つ
た
。
 

（
。
凸版
は
神
山
温
泉

電
 
・
地
帯
の
略
図
）
 

務
は
あ
く
ま
で
も
負
担
し
社
会

福
祉
協
議
会
が
益
々
活
勤
範
囲

を
拡
張
出
来
る
様
に
市
民
各
位

の
御
理
解
と
御
援
助
と
を
期
待

し
て
止
ま
な
い
。
 

計
量
記
念
日
 

大
月
七
日
は
計
量
記
念
日
で

し
た
。
 昭
和
三
十
三
年
十
一
一月

三
十
一
日
で
計
量
単
位
が
メ
1
 

ト
ル
法
専
用
実
施
と
な
り
ま
す

皆
さ
ん
御
準
備
は
よ
ろ
し
い

で
し
よ
う
か
。
 

一
 

外
崎
市
長
就
任
早

A
、
全
国

に
初
め
て
の
ケ
1
ス
と
し
て
市

役
所
を
お
と
づ
れ
る
人
A
の
便

利
を
計
る
た
め
設
置
さ
れ
た
親

切
案
内
係
（
各
種
証
明
書
、
届

出
書
、
其
の
他
の
代
書
無
料
、
 

お
茶
の
無
料
接
待
、
各
室
、
各

課
案
内
等
）
は
何
時
で
も
簡
単

に
用
件
が
済
ま
さ
れ
る
の
で

一

般
か
ら
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
れ
て

い
る
。
 

倫
、
全
係
で
五
月
中
に
取
扱
つ

た
業
務
件
数
は
左
の
通
り
で
毎

月
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
 

＠
諸
証
明
届
出
書
 

印
か
ん
証
明
書
 
四
二
O
件

印
か
ん
届
書
 

一
大
八
件

戸
籍
諸
届
書
 

一
三
大
件
 

各
地
に
火
災
 

火
の
元

に
注
意
 

目
下
、
農
家
で
は
一
年
中
で

一
番
い
そ
が
し
い
農
繁
期
に
入

つ
て
居
り
ま
す
が
、
毎
年
こ
の

時
期
に
は
火
災
、
子
供
の
災
難
 

、
空
巣
等
の
事
件
が
頻
発
し
て

い
る
。
 

今
年
も
最
近
火
の
不
始
末
か

ら
各
地
に
火
災
が
発
生
し
て
莫

大
な
損
害
を
蒙
つ
て
い
る
の
で

特
に
火
の
元
に
気
を
つ
け
て
諸

災
難
の
お
こ
ら
ぬ
よ
う
お
互
え

注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

般
 
か
 
ら
好
評
 

転
入
出
届
出
書
 
九
七
件

資
産
証
明
書
 

七
八
件
 

其
他
 

二
〇
大
件
 

O
各
室
、
各
課
案
内
 

市
長
、
助
役
室
 
一
八
九
件

議
会
、
選
管
、
教
委
、
 

二
三
四
件

税
務
、
会
計
、
水
道
三

O
件

総
務
、
厚
生
、
農
商
、
建
設

三
O
O
件

福
祉
事
務
所
 
一

一
九
三
件

以
上
の
如
く
全
係
が
役
立
つ
て

い
る
の
で
、
発
案
者
の
外
崎
市

長
が
業
務
統
計
表
を
見
て
ウ
ン

！く
と
う

な
ず
き
な
が
ら
徴
笑

ん
で
い
る
 

射
湖
議
町
誹
 
一

枯
わ
”
‘

r
 

」
 
J
 

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
で
は

◆
［
ー

I
〕
 

診
及
流
行
性
脳
灸
予
防
注
射
を

左
記
に
よ
り
実
施
致
し
ま
す
か

ら
不
参
馬
の
な
い
よ
う
特
に
留

意
の
上
出
場
せ
ら
れ
た
い
。
 

尚
、
赤
血
球
沈
降
に
時
間
を
要

す
る
の
で
時
間
を
守
つ
て
下
さ

し
 

（
各所
と
も
午
前
九
時
か
ら
十
 

」
時
ま
で
）
 

O
場
所
 
松
島
支
所
前
 

〇
六
月
二
十
七
日
 
吹
畑
、
米

田
、
石
岡
、
ニ
本
柳
、
唐
笠

柳
の
各
部
落
 

〇
大
月
一
一十
八
日
水
野
尾
部
落

〇
大
月
ニ
十
九
日
 
悪
戸
、
宮

田
、
田
中
各
部
落
 

〇
大
月
三
十
日
 
野
崎
、
川
代

田
、
末
広
部
落
 

〇
駄
」
瀞
鱗
蘇
難
 

〇
七
月
ニ
日
 
一
の
坪
、
石
畠
 

、
中
村
、
前
苑
各
部
落
 

O
場
所
 
五
所
川
原
市
役
所
裏

〇
七
月
四
日
 
旧
五
所
川
原
町

全
区
 

O
場
所
 
栄
支
所
前
 

O
七
月
五
日
 
七
ッ
舘
、
広
田
 

、
稲
実
部
落
 

〇
七
月
大
日
 
湊
、
姥
苑
、
猫

淵
、
三
ッ
谷
 

O
場
所
 
長
橋
支
所
前
 

〇
七
月
八
日
 
浅
井
部

落

〇
七
月
九
日
 
福
山
、
野
里
、
 

野
岸
、
神
山
野
岸
、
豊
成
の

各
部
落
 

〇
七
月
十
一
日
 
野
里
、
杉
派

立
、
神
山
、
境
山
の
部
落
 

O
七
月
十
ニ
日
 

松
野
木
、
福
岡
、
和
歌
山
 

住
民
登
録
に
 

つ
い
て
お
願
い

た
だ
い
ま
住
民
登
録
調
査
員

が
皆
様
の
御
家
庭

へ
行
き
家
族

の
異
動
状
況
を
調
査
し
て
い
ま

す
か
ら
御
協
力
願
い
ま
す
。
尚

調
査
後
も
次
の
事
項
が
あ
り
ま

し
た
ら
十
四
日
以
内
に
市
役
所

へ
届
け
て
下
さ
い
。
正
当
な
理

由
が
な
K
届
出
を
し
な
い
時
は

過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

一
、
他
市
町
村
か
ら
五
所
川
原

市
へ
住
所
を
移
し
た
と
き

一
、
五
所
川
原
市
内
で
住
所
を

移
し
た
と
き
 

一
、
世
帯
主
が
変
つ
た
と
き
 

一
、
新
世
帯
主
を
設
け
た
と
き

一
、
他
の
世
帯
に
入
つ
た
と
き
 

岩
木
登
山
決
行
 

‘
足
の不
自
由
な
人
達
 各

霧

認
嘉

日
町
、大
 

一
、
伝
貧
検
査
手
数
料
 

一
頭
に
つ
き
一
〇
O
円
 

ニ
、
注
射
手
数
料

（
脳
炎
）
 

（
イ
）昭
和
ニ
十
九
年
度
に
お
い
 

て
注
射
済
の
も
の
 

一
回
注
射
料
五
〇
円
 

(
(
）
「
才
以
上
で
前
年
度
に
注
 

射
未
了
馬
及
導
入
馬
 

三
回
注
射
料
一
O
〇
円
 

O
当
日
は
必
ず
手
数
料
を
お
忘

れ
な
く
御
持
参
下
さ
い
 

、
 去
月
ニ
十
四
日
公
民
舘
で
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
の
際
今
迄

や
つ
た
事
の
な
い
事
を
や
つ
て

見
て
自
信
を
つ
け
た
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
義
足
を
つ
け
た

人
達
で
も
山
登
り
が
出
球
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
約
四
十
名
の
人
達
が
予
算
を

作
つ
て
其
実
現
を
期
す
る
事
に
 

落
 
成
 

（鷲
鷺
）
 

発
表
 

納
税
完
納
者
で
す
か
 

（滞
納
者
）
 

い
や
、
滞
納
者
を
横
綱
順
に
 

（
督促
主
任
）
 

自
立
促
進
 

貯
蓄
運
動
 

今
こ
そ
貯
蓄
で
 

国
の
地
が
た
め
を

牧
入
の
一
割
は
 

貯
蓄
し
ま
し
よ
う
。
 

戸
籍

の
窓
 
ふ
 

ー
‘
L
い
L
L仁
・
五

＠
ょ
ろ
こ
び

（出
生
）
 

〇
五
所
川
原
 

斉
藤
真
子
、
津
川
登
美
子
、
吉

村
寿
孝
、
山
口
真
広
、
沢
田
幸

子
、
杉
山
英
志
、
杉
山
良
子
、
 

石
川
晋
子
、
成
田
純
子
、
鶴
谷

進
、
木
村
悌
」
、
小
野
秀
子
、
 

一
戸
せ
つ
子
、
番
久
美
子
、
中

村
隆
範
、
村
田
勝
則
、
 佐
山
ひ

ろ
子
、
高
矯
恵
子
、
沢
田
哲
実

〇
松
島
支
所
 

新
井
明
、
高
橋
宏
彰
、
小
野
寺

敏
子
、
高
橋
克
郎
、
山
口
さ
つ

子
、

一
戸
京
子
、
木
村
修
子
、
 

荒
関
博
司
、
山
川
博
女
、
嶋
村

伊
池
子
、
永
沢
静
子
、
葛
西
留

伊
子
 

O
栄
支
所
 

鹿
内
直
明
、
工
藤
敏
、
菊
池
あ

き
表
、
菊
池
秀
子
、
奈
良
岡
裕

己
、
藤
田
美
智
子
、
白
戸
睦
子
 

、
坂
本
義
美
 

〇
長
橋
支
所
 

小
田
桐
富
士
子
、
斉
藤
真
弓
、
 

金
丸
良
子
、
工
藤
津
恵
子
、
中

川
晴
雄
、
今
の
ぷ
子
、
長
尾
百

合
子
、
松
野
則
子
、
今
睦
子
、
 

石
岡
芳
子
、
秋
田
千
恵
子
、
石

岡
善
孝
、
中
川
勝
善
 

O
飯
詰
支
所
 

中
谷
秀
美
、
新
岡
美
子
、
和
田
 

謬
か
難
襲
 

佐
藤
富
士
子
、
竹
谷
政
子
、
小

野
茂
行
、
竹
谷
友
美
子
、
エ
藤

俊
彦
、
、
一戸
サ
ナ
コ
、
 神
秋
雄
 

、
小
笠
原
啓
一
、
木
村
富
士
子

〇
中
川
支
所
 

岡
田
友
栄
、
藤
森
智
恵
小
、
野

昭
紀
、
高
橋
和
子
、
平
山
隆
治

小
野
秀
子
、
小
野
律
子
、
小
笠
 

原
吉
彦
 

⑥
か
な
し
み
 
（
死去
）
 

〇
五
所
川
原
 

木
村
勇
心
、
嵯
峨
と
み
、
中
山
 

利
平
、
成
田
ッ
ヒ
、
成
田
勇
太
 

郎
、
神
勇
治
、
相
馬
さ
く
ら
、
 

〇
松
島
支
所
 

笹
森
龍

一
、
大
田
た
き
、
寺
田
 

裕
治
、
高
谷
ィ
ョ
 

O
栄
支
所
 

工
藤
ナ
ミ
、
成
田
健
一
 

〇
長
橋
支
所
 

成
田
み
よ
、
須
藤
き
よ
 

〇
飯
詰
支
所
 

其
田
か
ル
、
浜
舘
嶋
次
郎
、
工
 

藤
孝
彦
 

〇
三
好
支
所
 

一
戸
か
や
、
七
戸
由
信
、
相
馬
 

サ
ク
ラ
 

〇
中
川
支
所
 

新
谷
す
ま
、
奈
良
（
カ
、
佐
藤
 

金
九
郎
 

市
制
施
行
祝
賀
記
念
祭
は
、
 

来
る
七
月
十
七
、
八
、
九
日
の

三
日
間
、
市
及
商
工
会
議
所
の

共
催
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
こ

と
は
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
、
 

こ
れ
が
行
事
は
左
の
通
り
決
定

さ
れ
た
が
特
に
旧
町
村
対
抗
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
藤
田
桂
三

氏
作
詞
、
上
原
げ
ん
と
氏
作
曲

の
五
所
川
原
行
進
曲
及
五
所
川

原
小
唄
が
、
弘
前
市
花
柳
先
生

に
依
つ
て
振
付
け
ら
れ
、
市
婦

人
会
が
主
体
と
な
つ
て
、
街
の

要
所
で
発
表
会
を
催
す
る
こ
と

に
な
つ
た
の
で
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。
 

⑥
主
な
る
行
事
 

〇
登
山
難
子
並
獅
子
舞
大
会
 

O
旗
、
ち
よ
う
ち
ん
行
列
 

O
花
火
大
会
 

O
津
軽
民
謡
大
会
（
無
料）
 

〇
カ
1
ー
ー
パル
 

オ
ー
ト
パ
イ
、
 ト
ラ
ツ
ク
で
 

市
内
巡
回
 

〇
写
真

コ
ン
ク
1
ル
 

多
彩
な
行
事
が
繰
り

ひ
ろ
げ
ら

れ
る
 

n
"H
市
制
施
行
貌

賀

記
念
祭
ー
【
 

会
期
中
の
行
事
の
撮
影
を
后
 

日
審
査
す
る
 

〇
銘
菓
ュ
ン
ク
ー
ル
 

全
国
の
銘
菓
を
集
め
る
 

〇
県
下
川
柳
大
会
 

c
杉
オ
濯
史
価
展
 

」
 

〇
旧
町
村
対
抗
レ
ク
リ
ー
l
ジ

ョ
ン
 

ー
仮
装
行
列
、
2
綱
引
、
 

不
参
馬
の
な
い
ょ
う
ー
 

総
器
器
騒
翻
繋

不
参
馬
の
な
い
よ
う
ー
 

3
駅
伝
競
争
、
4
卓
球
大
会
 

色
A
と
誤
解
を
さ
れ
て
い
る
 

5
そ
の
他
 

方
も
多
い
よ
う
す
が
、
や
は
り

〇
ュ
ラ
イ
ド
 

機
械
化
時
代
に
機
被
の
あ
る
事

市
制
施
行
ス
ラ
イ
ド
そ
の
他
 
に
よ
つ
て
決
し
て
地
元
の
迷
惑
 

O
五
所
川
原
行
進
曲
及
小
唄
発
 
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の

表
会
 
、
 

で
事
央
母
子
家
庭
で
は
利
用
し
 

神
山
瑠
縄
滞

）
 
親

切
案
内

係
 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
大
条

及
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
き

本
年
度
の
馬
の
伝
染
性
貧
血
検

了
防
法
第
大
条
 
局
で
も

協
カ
し
て
い
る
が
も
つ
 

灘
難
糖
 

以
認
」議
謹
錬
勢
 

予
防
注
射
賓
施
ー
加
灘
難
聾
 

甑
め
杜
か
滴請
か
眺
噺か
神
 
飯
詰
小

畢

校
 

町
、
大
町
、
伝
助
町
、
新
町
 
合
【
 

驚
編
議
一
醸
鼠
 
今
春
ニ月
焼
失
し
た
、飯
詰
 

『麟
（
製「飯
詰全
難
醸
一
一
一
 

覇
一
一
織
m落
 
総
鈴

類
鐘
 

一
一
麟
灘

纂
離
譲
響
 

〇
船
琴
三
、

四
日
 

⑥
八
頭
身
美
人
を
求
む
 

市
長
の
秘
書
で
す
か
 

（
滞
納
者
）
 

い
や
、
滞
納
督
促
係
さ
 

（
ロ
）
明
二才
未
満
の
も
の
 

、
、
一一
垣
准
樹
幽
』
⑩
旧
柵

二
E

⑥
番
 
付
 

a鼻 
‘幕り，#, 

~鳶護誉 
&r、  

山・皇’コ＋加て 

こ ー」もふ’自善観応 

縄邑ニニ％ぐ 

長偽五辞 
由 

百
日
咳
予
防
接
種
に

つ
い
て
 

右
に
つ
い
て
左
の
通
り
行
い
ま
す
。
百
日
咳
は
お
子
さ
ん
に

と
つ
て
最
も
恐
し
い
病
気
で
八
、
九
月
頃
流
行
感
染
す
る
こ

と
で
す
か
ら
該
当
者
は
洩
れ
な
く
連
続
三
回
受
け
て
下
さ
い

左
 

記
 

一
、
該
当
者
 
昭
和
二
十
九
年
五
月
以
降
同
三
十
年
「
月
ま

で
の
出
生
者
 

一
、期
日
、
時
、
場
所
 

松
島
地
区
 

栄
 
地
区
 

五
所
川
原

地
 

区
 

地 
区 
別 

6 月 6 月 6 月 第
一
号
」
回
 
 

16旦 13日 

6 月 

21日 

7 月 6 月 

29日 27日 5 日 

7 月 "
1
1
 

 

7 月 
一

第
三
回
 
 

13日 19日 

全
 
右
 

至自 至自 一時
 
間
 

后后
四二 

后前
四十 

時時 時時 

吹 栄 五
所
川
原
病
院
 

場
 

所
 

畑 
小 

学 

小 

学 

校 校 

三
、
料
金
 

無
 
料
 

備
考
 
栄
、
松
島
両
地
区
は
同
日
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
 

か
ら
ど
な
た
も
自
由
に
お
い
で
下
さ
い
 

〇
尚
、
飯
詰
、
長
橋
、
中
川
、
 三
好
地
区
は
各
支
所
に
於
て
 

計
画
実
施
ず
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
 

外
圃
人
の
み
な

さ
ん
 

指
紋
を
押
し
ま
し
よ
う
 

譲賛凝纏絞議従 
よニ捺条のたしとのじし来 

) t騒兇緩器郵 
昭号を定外たのつな二録人
勲及昭さ国実とたい人のが
圭び和れ人例しり間で手本
十第三て登がて、にき続人
年ニ十い録沢取す死たをに
四十年る法山りで亡りしな
月大政指第あ扱にし、てり 

いながたたうよい に二
まこありりにくこ間な十
すとりす、し聞と、り七 
。のまる政、いは細ま日
なすと令指て、部しか
いか処の絞間市にたら
よら割規を違町つ 実
う、さ定押い村い 施
御それにさののて す
注のる違なな係解 る
意よこ反かい員ら こ
願うとしつよにな と 
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